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各      位 
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代表者名  代表取締役社長  嶋 村 清 
（コード番号６９１８） 
問合せ先責任者 管理本部部長 大関 拓夫 
（TEL 042-732-1000） 

平成 23年 3月期業績予想値と実績値との差異及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 22年 9月 14日に公表しました平成 23年 3月期(平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日) の通
期業績予想値と本日公表の実績値との差異及びこれに伴う配当予想の修正についてお知らせいたします。 

記 

 

1. 業績予想数値と実績値との差異(平成 22 年 4 月 1日～平成 23 年 3 月 31 日)  
（1）連結  
 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 1株当たり当期純利益

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円 
７,１００ 

百万円 
５８５ 

百万円 
６５０ 

百万円 
４４０ 

円  銭 
５９．３９ 

実績値（Ｂ） ７,０４７ ６２４ ６９７ ４９６ ６８．０６ 

増減額（Ｂ－Ａ） △５２ ３９ ４７ ５６ － 

増 減 率（％） △０.７％ ６.７％ ７.３％ １２.８％ － 

(ご参考)前期実績  
 

(平成22年3月期)  
  

４,４７０ △１８３ △４０ ４５ ６．０７ 

 
 （2）個別 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 1株当たり当期純利益

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円 
４,９００ 

百万円 
４８５ 

百万円 
５６０ 

百万円 
４１０ 

円  銭 
５５．３４ 

実績値（Ｂ） ４,９２９ ５１２ ５８９ ４５１ ６１．９２ 

増減額（Ｂ－Ａ） ２９ ２７ ２９ ４１ － 

増 減 率（％） ０.６％ ５.６％ ５.４％ １０.１％ － 

(ご参考)前期実績  
 

 (平成22年3月期) 
 

２,６６７ △２０５ △８８ ３１ ４．１１ 

 

差異が生じた理由 
（1）連結 
半導体製造装置業界においては、昨年度末より大手半導体メーカーの設備投資が再開され、半
導体関連市況は昨年に比べ大幅に回復をしております。また今期第 2四半期以降は、産業機器及
び各種検査機器全般における受注の回復により自社製品も堅調に推移しており、通期売上高は、
ほぼ前回の予想数値どおり推移いたしました。また営業利益、経常利益及び当期利益につきまし
ては、半導体製造装置関連受託製品売上高の増加による生産稼働率の向上及び付加価値の高い自



 

社製品売上高の増加により売上総利益が改善されたため前回の予想数値を上回りました。 
  

（2）個別 
連結における差異が生じた同様の理由により、個別においても差異が生じております。 
 

 

2. 配当予想の修正について 
 

 年間配当金 

 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計 

前回予想 
（平成 22年 9 月 14 日発表） 

円  銭 
― 

円  銭 
８．００ 

円  銭 
― 

円  銭 
１０．００ 

円  銭 
１８．００ 

今回修正予想 ― ８．００ ― １２．００ ２０．００

当期実績 ― ８．００ ― － － 

前期（平成 22 年 3 月期）実績 ― ０．００ ― ８．００ ８．００

 

修正理由 

当社は株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要施策の一つと考え、各期の連結業績に応じた利益
の配分を基本方針としております。そして将来の企業価値向上に向けた事業投資に伴う中長期的な資金
需要や財務状況の見通しなどを総合的に勘案し、連結配当性向を30％に高めるべく配当性向の向上を目
指して株主の皆様への成果配分を行ってまいりました。 

このような方針のもと、期末の配当予想につきましては、今回の業績発表に伴い上記のとおりといた
します。なお平成23年２月24日にて大阪証券取引所のJ-NET市場において自己株式を1,554,300株（発行
済株式数比率19.27％）取得したため、年間の連結配当性向は29.4％となります。 

なお、本件につきましては、平成23年６月24日に開催を予定しております第52期定時株主総会のご承
認を経て、実施することとなります。 

 

 

以   上 


